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要　　　　旨

廃油処理を行っている事業所の近くで、地下水（井戸水）汚染によるものとみられる臭気の問

題がおきた。そこで、有機スポットテスト、高速ゲルパーミューショソクロマトグラフィー（高

速GPC）による分子量分画クロマトグラムの比較、アン㌧べ－ライトⅩAD－2樹脂で抽出した中性物

質のガスクロマトグラムの比較及びⅩAD－2樹脂の酸性物質分画の検討を行った結果、井戸水汚染

ほ明らかに廃油処理事業所から出てくる水と密接な関連があることがわかった。奉如こ、水系ゲル

を用いた高速GPCによる分子量分画クロマトグラムほこのことを良く示していた。また、ⅩAD－2

樹脂で分画した酸性物質は螢光をもち、その螢光物質はUV吸収スペクレレで245nm付近に吸収が

ある芳香族化合物であることがわかった。

1　はじめに

最近、トリクロロエチレン等の有機ハロゲソ化合物

による地下永汚染が問題となってきている。特に、先

端技術産業では集積回路製造の際、洗浄工程での使用

量ほ多く、使用後の処理に伴う汚染が多発Lている。

使用済溶剤ほ蒸留Lて回収されるが、その残瞳ほ焼

却処分されるか、最終処分場に埋立てられ、それぞれ

大気汚染や地下浸透による地下水汚染をひきおこす。

また、地下水汚染の問題ほ、一般廃棄物や産業廃棄

物の最終盤分場への埋立てもその一国をなLており、

これは、廃棄物埋立ての際に生ずる浸出水が地下浸透

することによって、地下水が汚染されるものと考えら

れる。

他方、いろいろな工場の敷地内で、工場から排出さ

れた廃水や廃棄物を不用意に放置Lたり、充分な施設

を用いずに処理処分Lようとする場合、有害物質が地

下に浸透し、地下水を汚染する場合もある。

そこで、これらのいろいろな原因によって環境汚染

問題が生じた場合に、その原困となる事業場、原因物

質、汚染経路及び汚染範囲などを早急に調査するため

の手法を確立することは重要である。

たまたま、廃油処理を行っている事業所の近くで、

地下水（井戸水）汚染によるものとみられる臭気の問
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題がおきたため、汚染の困果関係について調査したと

ころ、若干の知見を得たので報告する。

2　試料及び調査方法

2・1　試料

汚染井戸と廃油処理事業所との位置関係及び試料の

サンプリング場所を囲1に示す。試料は6件で、その

図1汚染井戸恥1と廃油処理事業所との位置関係と

試料のサンプリング場所（恥1～恥6）
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種類は次のとおりである。

恥1　汚染井戸水（深さ6m）

恥2　廃油が少し混じった廃液の天日乾燥試料

恥3　油水分離槽出口の施設排水

No．4　貯槽永

恥5　バックグラウンドとして採取した養鶏場内の

深さ30mの井戸水

恥6　養鶏場内の深さ5mの井戸水

それぞれの試料水の色ほ、恥1と恥6が薄黄色、Nα

2と恥3が暗茶色、恥4が暗赤茶色、恥5は無色透明

であった。また、恥5以外ほ螢光がみられた。

項　　　　　　　目

アンモニウム塩生成によ

る有機酸

2・2　調査項目

それぞれの試料について、P臥EC、有機スポットテ

スト、高速ゲルバーミューショソクロマトグラフィー

（高速GPC）による分子量分画クロマトグラムの比較、

アンバーライトⅩAD－2樹脂で抽出した中性物質の

ガスクロマトグラムの比較、及びⅩAD－2樹脂の酸性

物質画分にある螢光をもつ物質についての紫外部（U－

V）吸収スペクトルと薄層クロマトグラフィ　ー

（TLC）の比較、またその螢光物質の螢光スペクトル

について測定した。

表1　有機スポットテスト法

分　　析　　方　　法

式抑ニアンモニアを加えて，アンモニウム塩を作り，120℃に熟すると分解し，ア

ンモニアを生成するため，このアンモニアをネスラー試薬と反応させ，赤褐色の沈澱

として確認する。
n

ニ予

鳩

試

験

　 u　n

リン モ Iノブ テ ン醸 に よる

シュ ウ酸 ， クエ ン酸 ， 洒 右 舷 ， マ ロ ン酸， コハ ク酸 ， フ タル 酸 等 の強 酸性 ， 中級 程

度 の カル ホ ン酸 や スル ホ ン舷 を確 認 て き る。 キ酸 ， 酢酸 ， プ ロ ピオ ン酸 の よ うな弱 酸

性 有 機酸 は検 出不 能。

モ リブ テ ン化 合 物 は リンモ リフ、テ ン醸 の 錯 イ オ ンの 状態 では 還 元性 有 植 物 に容 易に

還 元 され， モ リブ テ ンプ ル【 に な る こ とを応 用 して 確 認 す る。

還 元性 物 質 ベ ン えア ル テ ヒ ト （10〃g ）， フェ ノー ル （0 1〟g ）， レソ ル シ ン （0 0 1〃g ），アニ リン

（5 〃g ）， チ オ尿 素 （5 〟g ）， ハ イ ドロキ ノン （0 0 5〃g ） な どを検 出。

カ ノブ リン グ L 得 る化 合

亜 硝 酸 て ス ル フ ァニ ー ル酸 の ジア ソ ニ ウム塩 を作 り， ニ れ とフ ェ ノー ル頬 ・芳 香族

ア ミン嶺 をカ ソブ リン グさせ ， それ そ れ酸 性 ア ゾ 色素 ， 塩 基性 ア ゾ色素 とL て確 認す

物 に対 す るエ ー ル リソ ヒ る 。

の シ ア ソ試験 フ ェ ノー ル （0 2〟g ）， レ ゾル シ ン （0 恥 g ）， 〔㌣－ナ ブ ト【 ル （2 〃 ∂，ア ニ リン （5

′仁Jg ） な とか 検 出 され る。

各

個

試

験

ミロン試 薬 に よる

フ ェ ノー ル 頬 は， ミロ ン試薬 と反 応 L て赤 色 に呈 色 す る こ とを利 札

フ ェ ノー ル （1 〃g ）， レ ソル シン （0 ・5〃g ）ゥ　ハ イ ト、ロ キ ノ ン （10〃g ）， ピロ ガ ロー ル

フェ ノー ル嶺 （5 購 ）， P 【 ニ トロ フェ ノー ル （2 〃g ）， 0 － オ キシべ シ ズア ル テ ヒ ト （5 購 ）， ロ ー

ナ フ トー ル （1 〃g ） な ど を検 出 。

0 － ジアニ ジ ンに よ る

0 － ジア ニ ジン か アル テ ヒ ドと縮 合 L ，着 色 シ ップ塩 基 をつ くる。

ホ ル ム ア ルテ ヒ ド（5 0〃g ）， ア セ トア ルテ ヒ ド （3毎 g ）， ア クロ レ イ ン （0 1〃g ）， ク

ア ルデ ヒ ト ロ トンア ルデ ヒ ト （2 〃g ）， アニ スア ル デ ヒ ド （2 〃g ）， P － ア ミノペ ンス ア ルデ ヒ ド

（5 ／ノg ）， フル フ ラー ル （0 ■2毎 g ）， バ ニ リン （3 J∠g ）な どか検 出 され る。

P 一 シ メチ ルア ミ　ノへ ン ピ ロー ルは ， P 一 ジ メチ ル ア ミノベ ン えア ルテ ヒ ドと反応 L ， 赤 紫 色 を呈 す る こ と

ズア ル テ ヒ ト、に よ る ピロ を応 用 して検 出す る 。

－ ル ピ ロー ル （0 ．0毎 g ）， イ ン ド【 ル （0 ・0 6〃g ） を確 認 で き る。

フ ル オ レ ソセ イ ン ク ロ リ

脂 月方族 第 1 ア ミン と第 2 ア ミンは 無 水Z 乃C 1 2の存 在 下， フル オ レ ソセ イ ン ク ロリ ド

と溶融 す る と， ロ グ ミン系の 色 素 を生 じ， 蛍光 を呈 す る。 芳香 族 ア ミン は無 蛍 光 で あ

ドに よ る第 1 ア ミン， 第 る。

2 ア ミン メチ ル ア ミン （10 昭 一黄 緑 ）， エチ ル ア ミン （10〟g 一黄 緑 ）， ジュ テ ル ア ミン （4鵬

一鐙 ）， ピペ リジン （4 〃g － 橙 ）， ピロー ル （4 0〟g 一昔 ）， イ ン ドー ル （12周 一青 ），カ

ルバ ゾー ル （3 0〃g 一昔 ） を確 認 で き る。
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2・3　分析方法

有磯スポットテストほ、予備試験として、アンモニ

ウム塩生成による有機酸とリソモリブデン酸による還

元物質及びカップリングし得る化合物に対するエール

リッヒのジアゾ試験を、また、各個試験としてミロソ

試薬によるフェノール類と0－ジアニジンによるアル

デヒドとP－ジメチルアミノベンズアルデヒドによる

ピロール及びフルオレッセインクロリドによる第1ア

ミンと第2アミンの7種類を行った。その方法につい

て表1に示す。

高速GPCによる分子量分画ほ、ShodexOH－803カラ

ムを用い、りん酸緩衝液を移動相として測定した。

測定は、655塑日立高速液体クロマトグラフ＝UV吸

収検出器（220nm）で行った。

アンバーライトⅩAD－2樹脂ほ、米国ローム・アンド・

ノ、－ス社製のものをメタノール、アセトニトリル及び

エーテルで各8時間ソックスレ一拍出器を用いて順次

洗浄し、メタノール中に懸濁させてガラスカラムに充

てんし、ⅩAD樹脂カラムを作成した。試料水21以上

をⅩAD樹脂カラムに通し有機物を吸着させた後、

0IN塩酸、01N水酸化ナトリウム水溶液で順次塩基性

成分と酸性成分を溶出させ、さらにエーテルにより中

性成分を溶出させた。中性成分はクデルナダニッシュ

濃縮器で濃縮した後、シリカゲルカラム（ワコーゲル

C－200）により、イソオクタンで脂肪族炭化水素（両分

土）を、イソオクタン：ベンゼソ（1：1〕で芳香族

炭化水素（両分2）を、ベンゼソ：メタノール（1：

1）で含酸素化合物（画分3）を段階的に分敬した。

これらの画分について、ガスクロマトグラフィー（島

津GCてA型による）を行った。

UV吸収スペクレレと螢光スペクトルほそれぞれ島

津製UV－240塑分光光度計及び日立650－60形分光けい

光光度計により測定した。

3　結　果

3・1　有機スポットテスト等の比較

pH、EC、有機スポットテストの結果を表2に示す。

カップリングし得る化合物、たとえばフェノール類

や芳香族アミン類ほ、6試料とも検出限界以下であっ

た。有療酸類及び還元性物質ほ、バックグラウンドと

した恥5の深井戸を除き、他の5試料ほすべて陽性で

あった。また、P－ジメチルアミノベンズアルデヒド

によるピロール反応は、抽．1，2，4が陽性で、あと

ほ陰性であった。フルオレッセインクロリドによる第

1アミンと第2アミニ／の反応では、モぬ2と抽．3に青色

がかった螢光がみられたが、一般にピロール誘導体も

蓑2　有機スポットテスト　結果

　　　　　　　　 サンプル

項 目
No l

　 ‖

No 2 No 3 No 4 No 5 No 6

予

備

試

験

ロ pH 6．0 7　8 7．9 5．3

2 E C （m s／cm） 1．1 5　2 4　0 2．5

3
アンモニウム塩生成による　有機酸

十＋十 ＋＋ ＋十 ＋十 ＋ト

4
リンモリブデン酸による

十 十 ＋ ± ±
還元性物質

5
カソ70リングL 得る化合物に対す

るエール】トノヒのジアゾ試験

十
（茸±）

各

個

試

験

6
ミロン書式薬による　フェノール頚

n
！　 2 ロー∵ジアニジンによる

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
アルデヒト

3
P 蠣ジメチルア ミノベンズアルテ　ヒドによるピロール

＋＋ ＋十 十＋

4
フルオレッセインクロリドによる　第一アミン，第ニアミン

黄緑 青色 青緑 黄緑 黄緑 黄緑
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このような反応を示すため、恥2と恥3にはピロール

及びその誘導体が含まれているとも考えられる。しか

し、P－ジメチルアミノベンズアルデヒドのピロール

反応の結果とは一致しておらず、これほ、検出限界や

反応性のちがいによるものと思われる。黄線の螢光ほ、

メチルアミこ／などの脂肪族第1アミンによるものであ

る。

以上のことから、汚染された井戸水と、天日乾燥用

廃液及び貯槽水にほ何らかの関係があることが認めら

れた。

3・2　高遠GPCによる分子量分画クロマトゲラム

の比較

Shodex OH－803カラムを使用した、水系高速ゲルク

ロマトグラフィーによる分子量分由クロマトグラムを

図2に示した。このクロマトグラムほ、試料を0・45

〃mのメソプレソフィルターでろ過したものを直接分

析して得たものである。

Ir

‾ヽl

図2　高速GPCによる分子量分画タロマトグラム

軋5の深井戸は硝酸態窒素のピーク（Rt27．5分〕L

かみられないが、手心1，2，3及び4ほいくつかの

ピークがみられ、またそのクロマトパターンはよく一

致しており、それら試料の因果関係を明らかに示して

いる。

3・3　アンバーライトXAD－2樹脂を用いて分画L

た中性有棲化合物のガスクロマトグラ

フィーによる比較

古賀らの方法3〕により分画した中性有機化合物の各

画分について、ガスクロマトグラフィー（GC－FID）を

行い、クロマトグラムパターンを比較した。両分1と

両分2のクロマトグラムを図3に、両分3のクロマト

グラムを図4に示した。また、任意に選んだ含酸素化

合物について、画分3の場合と同条件でガスクロマト

グラフィーを行い、そのクロマトグラムを図5に、化

合物名を表3に示した。

；山り′l　肝－■雫・Il・；tし　′ト」

ここここ＝二二二二二：：

l＿三　　　l（っ　　　　JII Jl　　　」バ　　　　；ご　（t＝川I

11tt一分2　ク；占放伏化／トJ（持L∴多瑞11年肪Ⅰしr；物）

一　二三＿「＝
‾‾【＼－＼－－Jしルー・＿＿＿＿＿＿．．．

「‾‾‖　　　　　　I　　　　　　‾　　T l　‾　　　‾　‾T

ボ　　　　t上　　　Ih Jl）　　　JI JH　（m川）

図3　ⅩAD－2により分画Lた中性成分（画分1と

画分2〕のガスタロマトゲラムGC条件：3タ首

0V17，ガスタロムQ（80～100メッシュ）

2Mx3m皿カラム　カラム温度1280　～280℃

（10℃／min〕

′l　　　呂　　　t2　　Ⅰ6　　20　　‘之4　　　2呂　　i2　　j6　　　40

図4　ⅩAD－2により分画した中性成分（西分3）

のガスクロマトグラム　GC条件：5％0V－225，

ガスクロムQ（80～100メッシュ）2Mx3皿

ヵラム　カラム痘度1200～200℃（5℃／ml□）

－177－
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4　　　8　　12　　16　　　20　　2′i　　28　　32　　16　　∠＝〕

図5　標準物質のガスクロマトグラム

GC条件：図4と同じ

脂肪族炭化水素ほ軋2′4，6に、芳香族炭化水素

ほ恥2，3，6に検出された0両者ともピーク高が小

さく、タロて■トグラムパターンの比較ほよくできな
かった。

また、西分3の含酸素化合物ほ施4と恥6について

しか検出できなかったロ　さらにいくつかの標準物質の

クロマトグラムも作成して比較してみた。恥4と恥6

のクロマトグラムにおいて、同じリテンションタイム

（Rt）のピークほ20分付近と28分付近にみられるのみ

で、クロマトグラムパターンほあまりよく一致しな

かった0また、任意に選んだ標準物質とRt．の叫致する

ものほなく、物質の同定ほできなかった。

表3　図5に示した標準物質の化合物名

　　 ピー クナ ンハ ー

■‘■‘■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■‾■－■‾■▼－■－■■・■－－■・－・－ －一－－－一一－－一一一一－－－－－－－－一一－・一一・－－■－－－－－－一一“ －一－■一．．．．＿＿＿

化　　 合　　 物 M ．W ．

ロ n －－ア ミル ア ル コー ル 88

2 フ ル フ フー ル 96

3 2 －エ チル へ キ シ ル アル コー ル 130

4 ペ ン スア ル テ ヒ ド 106

　　　　 5

■｛■■■■－】■一一】■≠ ・－－－「－－－－－－－－－－－≠ ＿

2 ，3 － ジ ヒ ドロ 2 ¶ メチ ルベ ン ゾ ラフ ラン 134

6 安 息 杏酸 メ チル
136

7 ア セ テ ル ア セ トン 120

8 3′ ， 4 ′ 【 ジ メチ ル ア セナ ル ア セ トン 148

9 1 － イ ン タ ノ ン 132

10 nl －－ニ トロベ ン ズア ル テ、ヒ ト 15 1

田 ブ タル酸 ジュ テ ル 222

ユ2 9 】フ ル オ レ ノ ン 180

13 フ クル酸 ジー∵n 【 7 、テ ル 278

3・4　XA［〕－2樹脂で分画Lた重光喜もつ酸性物質

について

試料はブランクの恥5を除き青い螢光があり、

ⅩAD－2を用いて分画すると、その螢光は酸性物質画分

にあることがわかった。そこで酸性画分について

190～300□mのUV吸収スペクトルをとるとともに、

TLCを行い螢光成分が同一のものかどうかの確認を

行った。さらにその螢光成分について螢光スペクトル

も測定した。UV吸収スペクトルを図6に、TLCを囲

7に、螢光スペクトルを囲8に示した。

UV吸収スペクトルは、ブランクとした恥5の深井

戸を除き、すべて245nm付近に吸収がみられ、芳香族
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化合物が存在することを示Lている。スペクトルパ

ターンほNdl，2，3，4，6とも非常に良く一致L

ており、それらの試料の間にほ関係があることを示し

ている。

また、螢光成分について展開溶媒ベンゼソ：エタ

ノール（1：10〕でTLCを行うと、でも5を除き、すべ

てR王値（0．86）の同一な螢光物質が検出された。この

螢光物質は、極大励起波長315□m、極大けい光波長427

nmの螢光を示した。

天然水中にほいろいろな螢光物質が含まれており、

有機性汚濁との関連についても種々検討されている。

有機性汚濁の指標として螢光光度法を用いることほ、
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囲7　ⅩAD－2により分画した酸性物質両分の薄層

クロマトグラフィー

展開溶媒；ベンゼソーエタノール（1：10）、硫酸発色

感度が良く、しかも妨害物質が少ないなどの利点ほあ

るが、螢光物質についてほ同定されている例が少な
5）

い。

4　考　察

有槙スポットテストほ、水中に含まれるいろいろな

有焼成分の概略的な特性を判断するために有効な手段

である。Lかも少量の試料で、比較的短時間に簡単に

行える上、ある物質や官能基に特有な呈色反応を利用

Lていることが多く、水中有磯成分について重要な情

報を与える。しかしながら、スポット試料で行うとい

うことは、試料中に含まれている成分の絶対量が少な

いことを意味L、高濃度に含まれているものだけが検

出されることになる。また、それぞれの有機成分が同

じ官能基を持っていたとLても、同じ条件のもので同＝

じように反応するとほ限らない。従って、右横スポッ

トテストの結果のみで水中有凌成分を判断することほ

危険であり、あくまで目安とLて利用すべきものであ

る。

今回行ったスポットテストは、種類が少なかったた

めに因果関係をはっきりと示すことほできなかった。

今後、スポットテストの種類を増やすなどの充実をほ

かることにより、さらにほっきりLた判断を可能にす

るよう、検討しなければならない。

また、高速GPCによる分子量分画クロマトグラ

フィーほ、非常に有効な手段であることがわかった。

それほ、短時間で分析でき、Lかもクロマトグラムパ

ターンを比較するだけで、国果関係が明らかになるか

らである。しかしながら、220nmのUV吸収波長に

よって検出しているために、220nmにUV吸収のない

物質は検出されず、屈折率検出法などの他の方法を併
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用しなければならない。また、クロマトグラム上の

ピークを同定することほ聾しく、どのピークが主な汚

染物質なのかを決めることが困難である。そこで、試

料の検出や同定に極めて有効な手段であるマススペク

トロメトリー（MS）を組み合わせ、高感度でしかも確

実な同定や定量を行うためのシステムが開発されてき

ているが、まだ一般化されていない。従って、高速

GPCほあくまでパターン分析として有効な手段であ

り、汚染物質を特定するためにほ、別の方法をとらな

ければならない。

アンバーライトⅩAD2樹脂ほほとんどの有機化合

物を吸着し、しかもエーテルによって容易に溶出させ

ることができるため、有機物濃縮の非常に有効な手段

として使用できる。しかも吸着させた有機化合物を、

溶柑溶媒を希塩酸、希水酸化ナトリウム水溶液、エー

テルと順次変えることにより、アルカリ性画分、酸性

両分、中性画分に分けることができる。中性画分ほガ

スクロマトグラフィーやGC－MSで直接分析すること

により、有機化合物を同定することが可能であり、ま

た、酸性画分やアルカリ性両分も適切な処理をするこ

とによりガスクロマトグラフィーや高速液体クロマト

グラフィーなどで分析することができる。今回の汚染

源調査では、中性西分の有機化合物をさらに2つに分

画Lてそれぞれのガスクロマトグラムを比較L、また

酸性画分についてはTLC、UV吸収スペクトル、螢光

スペクトルを測定Lた。汚染の因果関係については、

中性画分のガスタロ「∵トグラフィーからはほっきりL

たことほわからなかったが、酸性画分の螢光物質ほ

TLCにより同一であることがわかり、明らかに関係が

あることが認められた。

また、TLCほ－一度に多種の検体を同時に展開するこ

とにより、短時間でそれぞれの検体中の成分を分離す

ることができ、またRf値を測ることによって同一成分

であるかどうかを知ることができる。その上、必要に

応じてかき取り抽出を行うことにより、有境化合物を

同定することも可能である。LかLながら、Rf値の非

常に近い物質の分離は難しく、展開溶媒をいろいろと

変えることによって分離するかどうかを検討Lなけれ

ばならない。

以上のように、臭気のある井戸水の汚染原因ほ廃油

処理事業所であることを示すような実験の結果を得た。

Lかし、さらにそれを明確にするためには、天然には

普遍的に存在しないような汚染源固有の物質をとらえ、

これをマーカーとして汚染の因果関係を明らかにする

必要がある。従って、マーカー物質検索のために、汚

染源固有の物質で、Lかも地下浸透などの移動によっ

ても変化することの少ない物質を特定するための手法

を開発する必要がある。

たとえば、コプロスタノールほ排泄物汚濁の有機指

標として河川の排泄物汚染の状況を把捉するための有

力なマーカーとなる物質である。特に、し尿処理場の

排水が流入する付近の河川底質にほコプロスタノール

が著しく高く、排泄物汚染のない河川底質平均に比べ

ると2000倍近い高濃度で検出されたと報告されてい

る。この場合、コプロスタノールの同定や微量検索に

ほGC－MSを使用しており、微量の汚染物質追跡にほ

GC－MSほ不可欠のものとなってきている。

また、地下水汚染で最近特に騒がれているトリクロ

ロエチレンなどの塩素系有機溶剤ほ、使用範囲が広く、

しかも土壌の無機成分に吸着しにくいため、地下浸透

性が高く、地下水での検出率も高い。トリクロロエチ

レンなどの有機溶剤は末規制でほあるが、ある程度分

析方法や毒性の倹討もなされており、いろいろな方向

からのアプローチが多くの人によってさなれている。

しかしながら、多種多様な廃棄物の投棄等による地

下水汚染の場合、個々の汚染物質を特定することは難

しく、またある程度汚染が進んでから着色一着臭など

によって気がつくことが多い。その場合、汚染物質自

体が未知であるた捌こ、どのような分析方法が適切で

あるかといったことがわからずに、方向ちがいの分析

をしてLまう可能性もある。

特に、廃棄物由来の地下水汚染ほ、汚染原因物質の

種類（有機物、重金属、酸・アルカリ、有毒物質、細

菌その他〕だけで決定されるものでほなく、投棄方法

（地下注入、地中埋設、衛生埋立、陸上投棄など）や、

処分場所の周辺環境などによっても異なる。このよう

な原因不明の地下水汚染ほ、今後著しく増加する傾向

にあると思われる。従って、汚染の原因物質や汚染経

路、汚染の範囲などを調査検討するための分析方法の

確立や、汚染を示すマーカー物質の検索方法について

検討することが急務であると思われる。

5　まとめ

有機スポットテストと高速GPCによる分子量分画

クロマトグラフィーの結果、井戸水の汚染ほ廃油処理

を行っている事業所から出てくる永と密接な関連があ

ることがわかった。特に、水系ゲルを用いた高速

GPCによる分子量分画クロマトゲラムほ、このことを
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良く示すものであった。

また、アンバーライトⅩAD－2樹脂で分画した酸性物

質は螢光をもち、その螢光物質ほTLCで同じRf値をも

っことがわかった。さらにその螢光物質は、UV吸収

スペクトルで245nm付近に吸収がある芳香族化合物で

あることがわかった。
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